
学校番号 123 

 

平成 31年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ３ 第２学年 

All Aboard! English CommunicationⅡ

All Aboard! English CommunicationⅡ 

ワークブック 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・本教科はコミュニケーション英語Ⅰの授業に引き続き、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４

技能の力をつける授業です。そのため、テキストで学んだことを、話したり書いたりする言語活動を行います。授業で

は積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、基本をしっかり身につけることが大切です。あきらめずに粘り強く取り組みましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。習った文章を何度も音読して身につけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・母国語話者
にも理解し
てもらえる
ように英単
語を適切に
発音するこ
とができ
る。 

 

コミュ英Ⅱ 

発音テスト 

 

・基本的な語句
や表現、文法
事項などの知
識を活用して
簡単な英文（3

文）を書くこ
とができる。 

 

コミュ英Ⅱ 

ライティン

グテスト 

定期考査 

 

 

・少しゆっくり
と発話される
短い簡単な指
示や英文の内
容を理解する
ことができ
る。 

コミュ英Ⅱ 

リスニング

テスト 

定期考査 

 

・挿絵や写
真のある簡
単な１～３
文程度の情
景描写を理
解でき、バ
ースデイカ
ードなどの
メッセージ
の内容をよ
みとること
ができる。 

コミュ英Ⅱ 

リーディン

グテスト 

音読テスト 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

( 8時間) 

 

Fantastic 

Festivals 

世界の祭り 

イタリアとフィ

リピンの２つの

祭りに関する発

表について読

み、その特徴や

共通点を学ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・身近な行事について英語

で述べる。 

・世界の祭りについて関心を

もち，積極的に聞いたり読ん

だりする。 

・身近な行事について間

違うことを恐れずに書い

たり話したりしている。 

・教科書の練習問題やワ

ークブックを活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりした内

容について英語で答える

ことができる。 

・身近な行事について書いた

り話したりできる。 

 

・物を比較して尋ねたり

答えたりすることができ

る。 

・教科書の Q&A を活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・２つの祭りについて聞い

たり読んだりしたことか

ら概要や要点を正確にと

らえることができる。 

・２つの祭りについて比較し

て読み，それぞれの特徴や共

通点を正確に理解できる。 

・比較表現を用いて言い

たいことを書いたり話し

たりできる。 

・ワークブックの問題を

活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・２つの祭りの特徴や共通

点について理解している。 

・祭りや行事の説明に用いら

れる語句や表現について理

解している。 

・比較表現（more、the 

most）についての基本的

な知識を身につけてい

る。 

・教科書の練習問題を活

用する。 

Lesson 2 

( 8時間) 

 

Dancing 

with 

Freedom 

自分を表現

すること 

ダンサーの菅原

小春さんについ

て読み、世界で

活躍するまでの

道のりについて

学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分がどういう人物なの

か英語で伝える。 

・自分のことについて間違う

ことを恐れずに書いたり話

したりしている。 

・相手の情報を積極的に

聞き取ろうとしている。 

・教科書の練習問題やワ

ークブックを活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりした内

容について英語で答える

ことができる。 

・自分のことについて適切な

表現を用いて書いたり話し

たりできる。 

・子どものころなりたか

ったものについて述べる

ことができる。 

・教科書の Q&A を活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりしたこ

とから概要や要点を正確

に理解できる。 

・菅原小春さんについて聞い

たり読んだりしたことから

概要や要点を正確に理解で

きる。 

・関係代名詞を用いて言

いたいことを書いたり話

したりできる。 

・ワークブックの問題を

活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・菅原小春さんという人物

と世界で活躍するまでの

道のりについて理解して

いる。 

・人物の説明に用いられる語

句や表現について理解して

いる。 

・関係代名詞（what）に

ついての基本的な知識を

身につけている。 

・教科書の練習問題を活

用する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

( 9時間) 

 

The Spirit  

of  

the Forest 

森の精霊 

―ヤマネ 

天然記念物で日

本の固有種であ

るヤマネと、そ

の生息環境につ

いて学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・野生動物と自然環境につ

いて英語で述べる。 

・天然記念物ヤマネについて

関心をもち、積極的に聞いた

り読んだりしている。 

・生息数が減少している

生物について、間違うこ

とを恐れずに書いたり話

したりしている。 

・教科書の練習問題やワ

ークブックを活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりした内

容について英語で答える

ことができる。 

・野生動物や自然環境につい

て適切な表現を用いて書い

たり話したりできる。 

・相手に聞きたいことに

ついて教えてくれるよう

依頼することができる。 

・教科書の Q&A を活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・ヤマネの生態について聞

いたり読んだりしたこと

から概要を正確にとらえ

ることができる。 

・ヤマネが絶滅しかけている

理由を正確に読み取る。 

・ヤマネが絶滅しかけて

いる理由を正確に理解で

きる。 

 

・ワークブックの問題を

活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ヤマネの生態と絶滅しか

けている理由について理

解している。 

・生息数が減少している生物

について説明する語句や表

現を理解している。 

・間接疑問文についての

基本的な知識を身につけ

ている。 

・教科書の練習問題を活

用する。 

Lesson 4 

( 9時間) 

 

Living 

with 

Robots 

ロボットと

築く未来 

科学技術発達の

例としてロボッ

トについて読

み、未来の生活

について考え

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

科学技術の発達と未来の

社会について、英語で述べ

る。 

題材について関心をもち、積

極的に聞いたり読んだりし

ている。 

間違うことを恐れず自分

の考えを書いたり話した

りしている。 

教科書の練習問題やワー

クブックを活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりした内

容について英語で答える

ことができる。 

・適切な表現を用いて自分の

考えを書いたり話したりす

ることができる。 

・写真が表していること

について、適切に説明で

きる。 

・教科書の Q&A を活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・ロボットの役割につい

て、聞いたり読んだりす

る。 

・聞いたり読んだりしたこと

から概要や要点を正確にと

らえることができる。 

・テーマについての賛

成・反対の考えとその理

由を正確に聞き取ること

ができる。 

・ワークブックの問題を

活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ロボットの現在の役割や

ロボットとの未来の生活

について理解している。 

・テーマについて賛成・反対

とその理由を述べる表現を

理解している 

・名詞を後ろから説明す

る分詞についての基本的

な知識を身につけてい

る。 

・教科書の練習問題を活

用する。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

( 8時間) 

 

Special 

Makeup 

in Kabuki 

歌舞伎メイ

クの物語 

日本の伝統文化

である歌舞伎と

隈取について学

ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日本の伝統文化について

英語で述べる。 

・歌舞伎や隈取について関心

をもち、積極的に聞いたり読

んだりしている。 

・隈取のデザインについ

て、間違うことを恐れず

に書いたり話したりして

いる。 

・教科書の練習問題やワ

ークブックを活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりした内

容について英語で答える

ことができる。 

・自分が考えた隈取のデザイ

ンについて適切な表現を用

いて書き、話したりできる。 

・友達にしてもらいたい

ことについて，適切に伝

えることができる。 

・教科書の Q&A を活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・歌舞伎の歴史や隈取の特

徴について聞いたり読ん

だりする。 

・聞いたり読んだりしたこと

から概要や要点を正確にと

らえることができる。 

・隈取のデザインの特徴

を正確に聞き取ることが

できる。 

・ワークブックの問題を

活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・日本の伝統文化である歌

舞伎と隈取について理解

している。 

・歌舞伎や隈取の説明に用い

られる語句や表現について

理解している。 

・to 不定詞を含む表現に

ついての基本的な知識を

身につけている。 

・教科書の練習問題を活

用する。 

Lesson 6 

( 8時間) 

 

A 

Microcosm 

in the Sea 

世界遺産グ

レートバリ

アリーフ 
世界遺産グレー

トバリアリーフ

についてのプレ

ゼンテーション

を通して、それ

が直面する問題

について学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・未来に残したい場所や景

色について英語で述べる。 

・グレートバリアリーフとそ

の直面する問題について関

心をもち，積極的に聞いたり

読んだりしている。 

・未来に残したい場所や

景色について、間違うこ

とを恐れずに書いたり話

したりしている。 

・教科書の練習問題やワ

ークブックを活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりした内

容について英語で答える

ことができる。 

・未来に残したい場所や景色

について自分の考えを書い

たり話したりできる。 

・気になることについて

述べることができる。 

・教科書の Q&A を活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりしたこ

とから概要や要点を正確

にとらえることができる。 

・グレートバリアリーフの直

面する問題の詳細を読み取

ることができる。 

・発表者の考えや意見を

正確に聞き取ることがで

きる。 

・ワークブックの問題を

活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・グレートバリアリーフと

その直面する問題につい

て理解している。 

・場所や景色の説明に用いら

れる語句や表現について理

解している。 

・動詞の目的語になる if

節についての基本的な知

識を身につけている。 

・教科書の練習問題を活

用する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

( 9時間) 

 

Happiness 

through 

Hula 

笑顔をつな

ぐ踊り 

福島県いわき市

とフラダンスと

の関係について

学ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・身のまわりの人を励ます

ためにできることについ

て、英語で述べる。 

・いわき市の歴史とフラダン

スとの関係について聞いた

り読んだりする。 

・間違うことを恐れずに

書いたり話したりしてい

る。 

・教科書の練習問題やワ

ークブックを活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりした内

容について英語で答える

ことができる。 

・適切な表現を用いて書いた

り話したりできる。 

・見て興奮したことにつ

いて、適切に説明できる。 

・教科書の Q&A を活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりしたこ

とから概要や要点を正確

にとらえることができる。 

・フラダンスに対する高校生

の考えを読み取ることがで

きる。 

 

・発表者の考えや意見を

正確に聞き取ることがで

きる。 

・ワークブックの問題を

活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・いわき市の歴史とフラダ

ンスとの関係について理

解している。 

・人を励ますのに必要な基本

的表現を理解している。 

・知覚動詞についての基

本的な知識を身につけて

いる。 

・教科書の練習問題を活

用する。 

Lesson 8 

( 9時間) 

 

知覚動詞に

ついての基

本的な知識

を身につけ

ている。 

イギリスを訪れ

た結衣からのメ

ールを読んで，

コッツウォルズ

地方の文化やラ

イフスタイルに

ついて学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分の好きな場所につい

て英語で述べる。 

・コッツウォルズ地方の風景

や文化について関心をもち、

積極的に聞いたり読んだり

している。 

・自分の好きな場所につ

いて、間違うことを恐れ

ずに書いたり話したりし

ている。 

・教科書の練習問題やワ

ークブックを活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりした内

容について英語で答える

ことができる。 

・自分の好きな場所について

適切な表現を用いて書いた

り話したりできる。 

・英語で E メールを書く

際に使われる形式を用い

て書くことができる。 

・教科書の Q&A を活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・コッツウォルズ地方の文

化について概要や要点を

正確にとらえることがで

きる。 

・イギリスで訪れた場所に対

する結衣の感想を読み取る

ことができる。 

・メールを読んで場所に

関する情報を正確に読み

取ることができる。 

・ワークブックの問題を

活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英語で E メールを書く際

に必要な基本的表現や形

式を理解している。 

・おすすめの場所の紹介に用

いられる語句や表現につい

て理解している。 

 

・関係副詞（where、when）

についての基本的な知識

を身につけている。 

・教科書の練習問題を活

用する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

( 10時間) 

 

The Bitter 

Truth  

about 

Chocolate 

甘いチョコ

レートの苦

い現実 チョコレート原

材料であるカカ

オ生産の裏側に

ある現実とフェ

アトレードシス

テムについて学

ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・食料事情について根拠を

示しながら英語で説明す

る。 

・題材について関心をもち、

積極的に聞いたり読んだり

している。 

・間違うことを恐れずに

自分の意見や感想を加え

て書いたり話したりして

いる。 

・教科書の練習問題やワ

ークブックを活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりした内

容について英語で答える

ことができる。 

・食料について調べたことに

自分の意見や感想を加えて

書いたり話したりできる。 

・具体的な数字などの根

拠を示して書いたり話し

たりできる。 

・教科書の Q&A を活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりしたこ

とから概要や要点を正確

にとらえることができる。 

・チョコレートの裏側にある

現実とフェアトレードシス

テムについて、聞いたり読ん

だりする。 

・グラフから情報を正確

に読み取ることができ

る。 

 

・ワークブックの問題を

活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・フェアトレードシステム

について理解している。 

・グラフなどの図表を説明す

る際に必要な基本的表現を

理解している。 

・使役動詞についての基

本的な知識を身につけて

いる。 

・教科書の練習問題を活

用する。 

Lesson 10 

( 10時間) 

 

Designing 

for  

Peace 

デザインで

世界を変え

る 

工業デザイナー

のマスード・ハ

ッサーニさんと

彼のデザインし

たマイン・カフ

ォンについて学

ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・身のまわりの社会や世界

で起こる問題について、英

語で述べる。 

・人物について関心をもち、

積極的に聞いたり読んだり

している。 

・ペアワークにおいて必

要に応じて協力し合って

いる。 

・教科書の練習問題やワ

ークブックを活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりした内

容について英語で答える

ことができる。 

・人の意見に対して賛成か反

対を示して、その理由を述べ

ることができる。 

・同時にしてはいけない

ことを相手に指示するこ

とができる。 

・教科書の Q&A を活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりしたこ

との概要や要点を正確に

とらえる。 

・相手の意見とその理由を正

確に聞き取ることができる。 

・分詞構文について理解

している。 

・ワークブックの問題を

活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・マスード・ハッサーニさ

んとマイン・カフォンにつ

いて理解している。 

・英語で自分の意見を述べる

際に必要な基本的表現を理

解している。 

 

・分詞構文についての基

本的な知識を身につけて

いる。 

・教科書の練習問題を活

用する。 


